



















数は、１メスあたり平均 13.7 個（Toda et al., 2013）と繁殖力が高く、その生息密度は
2000 年代の父島で 1,000 頭 /ha を超えると推定された（Okochi et al., 2006）。本種の強力
な捕食活動が、希少な固有昆虫に与える影響は大きく、オガサワラシジミ、オガサワラト
ンボ、シマアカネ等の小笠原固有種は、父島、母島ではほぼ絶滅に近い状態に及んでいる
（Abe et al., 2008; 苅部、2006；Karube, 2010; 戸田ほか、2009）。
グリーンアノールは 2005 年に特定外来生物に指定され、2006 年から環境省により、父
島と母島で粘着トラップや遮断フェンスによる防除事業が実施されてきた（Toda et al., 















2014 年 8 月 22、23 日に、父島の大神山公園あるいは大根山墓地公園で 15 個体のオスの
成体を釣竿とミルワームを用いた釣りで捕獲した。捕獲個体の SVL（snout-vent length，
頭胴長）は 62–71mm、体重は 4.95–8.36g であった。捕獲時の SVL に対する体重の比率が
低かった 2 個体が実験の途中で死亡したため、結果の解析は残りの 13 頭について行った。
実験に供した 13 個体の捕獲時の体重は、平均 6.6g であった。
2．飼育管理




飼育室の室温、湿度および照明の点灯時間は、小笠原父島の 2014 年 8 月の気温の日平均












行動が見られなくなる（Greenberg, 2002, 2003; Sanger et al., 2008）。捕獲後の約 2 週間を
順化期間とし、飽食量のヨーロッパイエコオロギ（Acheta domestica, 以下、コオロギとす
る。）を与えた。
実験個体 13 頭を、4–5 頭ずつの 3 グループに分けて、それぞれ異なる量のコオロギを給
餌した（表 1）。約１ヶ月（27–31 日）を 1 期とし、第 3 期まで段階的に給餌量を増加した。
給餌頻度は週 2 回とした。全実験個体に対して 25 回の給餌を行い、のべ給餌回数は 325 回
（13 頭 ×25 回）であった。
コオロギの重量は給餌前に測定し、設定した給餌量の ±0.03g 以内になるようにした。
給餌直前に，残餌の重量を測定して除去し、実験個体の体重、SVL および後肢長を測定し












グループ 2 4 0.5g×2/週 1.1ｇ×2/週 1.4ｇ×2/週







グループ 1 5 0.3g×2/週 0.9ｇ×2/週
表 1　第１期から第 3期の各グループの給餌量








代謝体重あたりの給餌量が 0.40g/g･MM を超えていた給餌 12 回のすべて（100%）で残





















































































































































実験個体 13 頭の捕獲時の平均体重 6.6g の代謝体重は 6.60.751、すなわち 4.1g であった。
摂餌量の下限の 0.12g/g･MM（週あたり 0.24g/g･MM）と上限の 0.31g/g･MM（週あたり
0.62g/g･MM）から、1 週間に摂餌したコオロギの重量の下限は 0.99g（0.24×4.1）、上限は
2.55g（0.62×4.1）であった。体長約 1.0cm のコオロギ 20 頭の重量が 2.10g（平均 0.105g/
頭）であったことから、摂餌量の下限は 1 週間にコオロギ 9.4 頭、上限は 24.4 頭と算出さ
れた。
Ⅳ．考察


























図 4　各個体の第 1期、第 2期および第 3期の期間中の体重の変化率




の摂餌量は１回あたり 0.20g/g･MM 未満であったことから、約 0.20 g/g･MM（週あたり
0.40g/g･MM）以上とすることも考えられる。しかし、捕獲後の移送で体重が減少したこ
と、1 期あたり 30 日間という期間を延長すれば捕獲時の体重にまで到達した可能性が否定
できないことからはっきりしない。また第 2 期あるいは第 3 期で捕獲時の体重に到達した
個体の摂餌量はいずれも 0.25 g/g･MM 以上であったが、0.25 g/g･MM 以上でも捕獲時の
体重に到達しない個体が多く、体重維持に必要な摂餌量は本研究結果から、十分に明らか
にできなかった。
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